いるので す。 この 点に おいて は、 曾て 京都へ 遊びに 

行った 弥次 郎兵衛 と 喜 多 八と が、 梯子 を 買っても て あ 

まして、 京都の 町 を 担ぎ 歩いた ようで、 来 友の は 梯子 

より は 有難い 不動 様で ある だけに、 なおさら 捨場に 困 

るので あります。 

ほかの ことに は あまり 頓着 はしない 米 友が、 こうい 

うこと になる と 真面目に 苦心す るので す。 甲 州の 

そでき リざか 

袖 切 坂で 鼻緒の 切れた お 角の 下駄 を、 どう 処分しょう 

かと 思って、 一 一里 も 三 里 も 持ち歩い たこと もあります- 

今 は その 下駄と も 違って、 不動明王のお 像 だから、 担 

ぎ 出し は 担ぎ出した ものの、 その 心の中の 苦心 は 容易 



な ものではありません。 

で、 両国 橋へ 来て、 フト 思案 半ばに 思いつい たの は、 

やっぱり ここから 川の 中へ 投げ込む のがよ かろうと い 

うこと でありました。 両国 橋から 物 を 投げ込んだ こと 

は、 米 友に は 今までに 経験がないで はありません。 第 

一 に は、 天誅 組の 貼 紙 をした 立札 を 引つ こぬ いて、 こ 

ま. う 

の 川の 中へ 抛り 込みました。 第二に は、 金 助から 侮辱 

されて 腹立ち まぎれに、 頭から かぶって 金 助 を、 大川 

の 真中へ 抛り 込んだ こと もあります。 

それで 来 友 は、 こんど も その 伝で 不動明王 を、 ここ 

から 川の 中へ 抛り 込もうと 考えた ものら しい。 それで 



しかしながら、 いくら 歩いても この 上い い 知恵の 出 

ない ことが 哀れです。 誰かし かるべき 人に 預けた のが 

よかろうと、 それ は 幾度 も 思案に のぼらないで はあり 

ません。 けれども、 こうな つてみ ると、 預けた 先 も 心 

配になる し、 預ける という そのこと も 心配になります _ 

たとえば 道 庵 先生と か、 盲 法師の 弁 信と かいうよ うな 

者に、 事情 を 打明けて 頼めば、 いやと は 言うまい けれ 

ど、 米 友の 気象で は、 そう 言って 頼む のが 癩に さわり 

ます。 なんだか 自分が、 この 一幅の 画像に 怖れ をな し 

て、 逃げ隠れ でもす るよう に 見られる のが 癩に さわら 

ない 限り もない。 それで 米 友 は、 しかるべき 相談 相手 



た。 この 人 は 煙草 を 喫わない 人 だから、 常に 火 打 道具 

を 携帯して いると いう わけに は ゆきません。 途中で、 

そんな ことに 考えつき そうな もの だが、 この 場に 立 至 

るまで それと 気がつかなかった の は、 おぞましい とも 

なんとも 言いよう がありません。 泥棒 をつ かまえて 繩 

な 

を 絢うよう な、 ブ マな こと をし でかした 自分 を、 来 友 

は 歯痒く 思 つ て 地 団駄を 踏みました。 

あ-. こ J 

四辺 を 見廻した ところで、 その 時分の 代々 木 あたり 

は、 深山幽谷 も 同じ ものであります。 旅人 をつ かまえ 

て 火種 を 借りる という わけに も ゆかない し、 どうして 

も 最寄りの 百姓家へ でも 行って、 火 打 道具 を 無心し な 



を 考えて いました。 そうして 最後に 考えつい たの は、 

前より はずつ と 穏健な 仕方であります。 それ は 個人に 

お つ くう どうみ や 

頼む ことこ そ 億劫 だが 、 しかるべ き堂宫 へ 納め てし ま 

えば 文句 はなかろう。 堂宮 というう ちに は、 神仏 それ 

えんま さま もと 

ぞれ 持ち分が あるの だから、 不動 様 を 閻魔 様の 許に 頼 

む わけに は ゆくまい。 不動 様 は 不動 堂に 限る と 思い ま 

した。 で、 住職 か 或いは 堂守に、 事情 を 言い こしらえ 

まう 

て 納めて しまえば ィャと は 言う まい。 ィャと 一一 一一 n え ば 抛 

り 込んで 逃げて しまおう、 とまで 決心して、 ようやく 

人通りの あると ころへ 出た 時に、 この辺に しかるべき 

不動 堂 はない もの かと 人に 尋ねました。 その 人が、 下 



るんだ い、 この 槍へ 上って 自分の 手で 取って 行き やが 

れ」 

持って行 けと 言いながら、 槍 は そこへ 突き立て たま 

まです。 

この 時に、 前の 五六 騎づれ の 侍た ちに ついていた 

ちゅうげ，. P 

仲間た ちが、 ほとんど 残らず 取って返して、 ズラリ と 

平 吉を取 巻きました。 

人に 揉まれて 来た 米 友が、 聞く ともなし に 聞いて い 

ると、 事件の 要領 はこうです。 

百両の 富に 当った 品 川 宿の 平吉 という 建具屋が、 嬉 

し まぎれに 身近の 人 を 招んで、 角の 店の 二階で 飲んだ 



ら平吉 と 一緒に 連れ立って、 今日の 富へ 来た 友達の 一 

すべ 

人であります。 多分、 煙草 入 を 手から、 にらした のが こ 

の 男でしょう。 いい 男が 手放しで 泣く の だが、 この 場 

合に 限って 同情の 至りで、 ほとんど 貰い 泣き をした が 

る ものば かりです。 しかし、 こう 言って 泣きつ かれて 

も 今更、 誰が どうして やろうと 言う こと もで きません _ 

宇治山 田の 米 友が、 うなり 出した の はこの 時です。 

来 友が 鈴 喜の 家の 裏手の 竹 藪の 中 を うろつい ていた 

の は、 それから 間 もない ことでした。 

主 屋康に 行っても、 竜 泉 寺の 住職 を 煩わしても、 お 



た」 

I 里 .015 里 I,- 

槍 持の 奴 は、 にぎりこぶし を 両方から 握り 固め まし 

た。 

「何が 野郎 だ」 

米 友 は 短い 両の足 を、 程よ く 踏 張りました。 

「よこ しゃがれ」 

槍 持の 奴 は、 来 友 をけ し 飛ばそう とか かると、 

「いや だい！」 

身体 を こころもち 反らせて、 かかって 来た 槍 持 を 左 

の 手で、 ひょいと 横の 方へ 突きました。 そこで 槍 持の 



すきま 

と、 膝との 三 段 を、 透 間もなく 責め立てて 敵 を 悩ます 

こと もで きます。 太刀 を 取って 向って 来る もの を 上段 

わき か 

に 突き出して、 脇 架に 大きく 引き取る こと も 自在です _ 

米 友 は 心あって 宝蔵 院 流の 大乱れ の 型 を 用いて いるの 

ではなかろう けれど、 その 構えが おのずからそう なつ 

ている こと は 争えません。 争えない 証拠に は、 タジタ 

ジと 後ろへ さがる 者 はあって も、 来 友の 槍先に 向って 

行こうと する 者がない のであります。 

来 友が 大乱れ に 取って いる ことが、 来 友 自らの 気取 

りで ない くらいだ から、 立って いる 者 もまた、 本式に 

もちろん 

それ を 受取る ことので きないの は 勿論 です。 ただ 



精 k 無比 …… というより は 無茶な その 挙動が、 すべ て 

あらぎも 

の 人の 荒胆を ひしぎ ました。 気 狂いの 刃物に は、 うつ 

かり 近寄らな いが い いという 聡明 さが、 タ ジタジ と、 

さ すが の 命知らず を も 後し ざり させた ものと 見えます。 

実際 また 竜 之 助に 離れて 以来、 不動の 夢を見つ づけ 

に 見てから の 来 友と いう もの は、 気 狂いに こそなら な 

いけれ ども、 その 心理 作用に 異常な 焦りが ありました。 

建具屋の 平吉 なる ものの 災難 を 聞いた ところで、 一種 

きざ 

の 義憤 を 含む 例の 短気が むらむらと 萌した こと は、 こ 

むし 

の 男と して は 寧ろ 可愛い ところであって、 いつもい つ 

も それが ために 得 をして はいない。 その 度 毎に 命の綱 



でも 負傷 させた という ことになると、 今度 は 甲 州の 山 

の 中の 川越し 人足と は 相手が 違って、 非常な 面倒な も 

あば 

のになる。 その上に、 またい くら 来 友が 荒れて みたと 

ころで、 楓の 木に 結いつ けられて いる 建具屋の 平吉 

が赦 さるべき もので もな く、 かえって 来 友が 荒れれば 

荒れる ほど、 平 吉の罪 も 重くなる という ものでしょう _ 

りき 

それです から、 ここで 来 友が 力み 出した の は 全く 無茶 

です。 義憤と して は 意味 をな すか も 知れない が、 義俠 

ことこ わ 

の 振舞と して は 全然 事 壊しであります。 

「みんな 聞いて くれ、 おいら は 品 川 宿の 平吉 なんて 人 

は 知って やしね えんだ、 煙草 入が 引つ かかった の も、 



ひとりで 無茶苦茶 に 使って いる 槍が 傍へ 寄れば、 きつ 

でんがく ざ 

と 物 を 言う にちがいない。 物 を 言えば 必ず 田楽刺しに 

刺されて しまいそう である。 思いがけない 気 狂いだ と 

思いました。 誰も まだ、 ほんとうに 米 友が 槍 を 心得て 

いるの だと 気の ついた ものはありません。 自棄に 振リ 

廻して いる 槍の 間から、 本格と 変則と が 米 友 流に 随処 

にころ がり 出す その 妙処 を、 見て取って くれる 人の な 

いのが 気の毒です。 気の毒で あるの みならず、 この 時 

ど 5 わらじ 

に、 どこから ともなく 泥 草鞋が 片一方、 米 友の 面 上 を 

望んで 降って 来ました。 その 泥 草鞋 は 身 を 沈めて 避け 

たけれ ども、 それ を 合図に 石 や、 木 や、 竹 切れが、 



雨霰 と 降って 来ました。 

それと 見る や 米 友 は 横つ 飛びに 飛んで、 三 仏堂の 縁 

の 上へ 飛び 上った かと 思う と、 扉 を 押して 堂の 中へ 身 

かんぬ き 

を 隠し、 素早く 中から 扉を閉 して 閂 を 締めました。 

そこで、 かの 槍 持 奴 を はじめ、 仲間 ども は 扉の 前 ま 

で 押 寄せた けれども、 さて、 それ を 踏み破って、 一歩 

ちゆ-つちよ 

を 堂の 中へ 踏み入れよう という ことに は、 躊躇し な 

ければ なりません。 踏み込ん だが 最後、 中に 待ち構え 

た 気 狂いの ために、 田楽刺しに される こと は 請 合いと 

思わなければ なりません。 そのほかの 群集 は 徒らに 

三 仏堂の まわり を 取 巻いて、 わいわい 噪 いでいる ばか 



最初に ほかの 者の 名 を 言うて 訪ねて 来たので はない 

ゝ I 

力」 

「いいえ、 ほかに は どなた 様のお 名前 も おっしゃり は 

なさい ません、 南条 様に お 目に かかりた いと 申し まし 

た」 

「そうか、 それならば よろしい、 間違っても 宇津木 兵 

馬 を 訪ねて 来たと 言い はしまい な」 

「左様な こと はお つし や いません」 

「ま、 もう 少し 待って くれ、 いま 訪ねて 来た その 山 崎 

譲と いう 男 はな、 宇津木 兵馬に 会わせて はならない 人 

だ、 兵馬が この 家に いると いう こと を 知らせても 悪い 



に 珍ら しい 獲物が ありました。 しかしながら、 南条も 

宇津木 も、 それ はま だ 末で、 例の 巨 根 は そこから 蔓を 

張って いる 薩州 屋敷に ある。 将軍 不在に 乗じて、 江戸 

を 騒がす ことの 根源 は そこに ある、 という ことのみ き 

わめが 大事であります。 

山 崎 は それ を 考えながら、 両国の 見世物 小屋の ある 

方へ と 知らず知らず 足 を 引かれて 来ました。 

ところが、 そのな かの ひときわ 大きな 見世物 小屋に 

「江戸の 花 女 軽業」 の 看板が 掛 つてい ます。 その 看 

板の 文字 を 山 崎が 眺めて いると、 筆蹟に 見覚えが ある。 

見世物 小屋な どに 掲げる に は 惜しい ほどの 字 だと 甲 3 ハ 



「おお、 七兵衛 か」 

よそお 

振 返って 見る と、 自分と 同じような 装い をした 七 

兵衛 でありました。 

「相 生 町へ おいでになりました か」 

「うん、 相 生 町へ 乗り込んで 見たところ だが、 お前 は 

どこに いた」 

「私 は、 この 女 軽業の 親方と いうの を 知って おります 

故、 ちょっと 立 寄って 参りました。 して、 相 生 町の 方 

の 御 首尾 は いかがで ございます」 

「なかなか 面白かった」 

「これから、 どちらへ おいでになります I 



こと をして 三 曰の 申し わけ をして おくんで ござ いま 

す」 

七 兵 衛は山 崎 を 案内して、 路 次から 楽屋の 方へ 廻リ 

ました。 お 角 は 留守でした けれど、 女 どもが 取 持ち を 

し ま ^9 

一 一人 は そこで 一 杯 やりながら、 

「さて、 七 兵衛、 これから また 一 つ、 お前の 手 を 借り 

たい 仕事が 出来た の だ、 それ は ほかで はない、 芝の 三 

田の、 俗に 四国 町と いうと ころ をお 前 は 知つ ている か」 

「ェ ェ、 存じて おります とも、 赤 羽根 橋 を 渡れば 真直 

ぐに 行った ところ、 金 杉 橋 を 渡る と 右へ 曲った ところ 



鹿 児 島で 七十 七 万 石の 島津 のお 屋敷 だと わかります」 

「なるほど」 

そこで 山 崎 譲 は 懐中から 紙 入 を 取り出して、 拡げた 

の は 美 濃 紙大の 一 枚の 絵図面で ありました。 

「これが その 薩摩 屋敷 だ」 

今更の ように その 図面 を、 しげしげと ながめます。 

「その 薩 摩のお 屋敷が、 どうかな すった のです か」 

のぞ 

七 兵衛も 傍から 視き 込みました。 

「お前 も 知って るだろう、 近頃、 江戸の 巿中を 騒がす 

悪い 奴 は、 大抵 ここから 出て いるの だ」 

「なるほど I 



「ところで、 この 薩摩 屋敷の 中の 模様 を、 すっかり 調 

ベ 上げて みたい の だが、 どう だ、 お前に よい 知恵 はな 

ヽ i I 

レカ」 

「左様で ございますな あ …… あのお 屋敷が 物騒 だとい 

うこと は、 今に 始ま つ たこと じ や ございま せんな あ、 

大分、 眼 をつ けて おいでな さる 方が ございまし たはず 

です よ。 お 隣が 阿波の 屋敷で ございましよう、 その 阿 

波 様の 屋敷の 火の見櫓の 上から、 薩 州のお 屋敷の 模様 

を、 こっそりと 探って おいでにな つたお 方 も ありまし 

たつけ」 

「おや、 どうして お前 は、 そんな ことまで 知っている」 



「ちょっとした 通りが かりの 節に、 そんな 噂 をお 聞き 

申しました。 上の 山 藩の 金子と おっしゃ るお 方 なぞ は、 

あれから 薩 摩の 屋敷の 中 をの ぞいて 見て は、 しきりに 

絵図 を 引い ておいで になった こ とが あるそう で ござ い 

ます けれど、 本当です か、 噓で すか」 

「ナ 二、 上の 山 藩の 金子？ それで は 上の 山の 金子 与 

三郎 のこと だろう、 あの 男なら ば、 やりそう な こと だ」 

「それで なんです か、 山 崎 先生、 あなた も、 あの 薩摩 

のお 屋敷の 様子 を、 くわしく お調べに なりたい のです 

ゝ I 

力」 

「そうだ、 それにつ いてお 前の 知恵 を 借りたい もの だ 



三 田の 薩州 邸の 附近の、 越後 屋 という 店に 奉公して 

いた 忠 作が、 その 家 を 辞して、 専ら 薩州 邸内の 模様 を 

探りに かかった の は、 それから 間 もない 時の ことで あ 

リ ま ^9 

からだ 

いろいろに 変装した 忠 作の 身体が、 薩州邸 を 中心に 

三 田の あたりに 出没して いました が、 ある 日、 越後 屋 

へ 立 寄って 中庭 を 通りかか ると、 一 室のう ちで 声高に 

話 をして いる さむらいの 言葉 を 聞きました。 その さむ 



裏口へ 廻って、 こんな 声色 を 使って みると、 

「三 河屋の 小僧さん？」 

「はい」 

「ちょいと ここへ 来て 手 を 貸して 下さいな」 

「へえ、 承知 致しました」 

くぐ 

呼び込まれ たの を 幸いに、 潜りから 長屋へ 入り、 

フ J ん にち は」 

「小僧さん、 後生です からこ こへ 来て 手 を 貸して 下さ 

い」 

薄暗 い 中で しきりに 女の 声。 

「どちらで) j ざいます」 



いま 

兵馬が 未だ " J の 屋敷 へ 帰らず、 忠 作が その まわり を 

かたひじ 

うろつかない 以前に、 肩臂 いからした 多くの 豪傑が こ 

の 屋敷へ 入り込みました。 集まる もの 十五 六 名。 

ぎゅうじ 

例の 南条 力が 牛耳 を 取って いて、 このごろ 暫く 姿 を 

わき 

見せなかった 五十嵐 甲子 雄 も、 その 側に 控えて います。 

「さて、 諸君」 

南条が 議長の 役 を 承って、 

「ここに 一 つ、 諸君の 志願 を 募りたい ことがある、 そ 

れは 勿体ない ような 仕事で、 その実 さまで 勿体ない こ 

とで はなく、 子供 だましの ような 仕事で、 実は 相当の 

危険が ある、 やって みる こと は 雑作がなくて、 やり 了 



れと 聞いて 寒松院 の 別 当が 僧侶 や 侍 を つれて 龃け つ け 

た 時分に は、 件 の 乱暴者の 影 も 形 も 見えません。 

話に よると、 十数 名の 浪人 体の 者が 怖ろ しい 勢いで 

いとま 

闖入して 来て、 居り 合わせた ものの 支うる 遑も なく、 

しおお とき 

瞬く間に この 乱暴 を 仕 了せ て、 鬨の声 を 揚げて 引上げ 

てし ま つたとの ことであります。 

腕に 覚えの ある 者 を択ん で、 その あと を 追わせた け 

れど、 乱暴 人の 行方 はいつ こう 知れない とのこと であ 

リま^ 9 

ところが 実際 は、 その 乱暴 人が 大手 を 振って 

御成 街道 を 引上げる の を 見た 者が あると いう ことで あ 



くもの、 それに 沿道に 残された ものが 参加して 踊って 

行く から、 大河の 流れの ように 末へ 行く ほど 流れが 太 

くなる の は あたりまえです。 

その 中心地、 小金 ケ 原へ 一 夜のう ちに 出来た 仮宮の 

宫柱 も、 みるみる 太くな りました。 いつ 任命され たも 

え まし ひた t こ れ 

のか、 もう そこに 一 癖 ありげ な 神主が、 烏帽子 直垂で 

納ま つ ております。 

なるほど、 この 神主 は 一癖 も 二 癖 も ありげ で、 ただ 

宮居の 中に 納まって いる のみでな く、 笏を 振って 手 

下の 者 を 差 図し、 奉納の 鏡餅 は 鏡餅、 お 賽銭 はお 賽銭 

で 恭 しげに 処分 をさせる。 お供え 餅 は 俵へ 詰め、 お 



よ」 

「なるほど、 お前さん、 このごろ は 目 黒の 方に おいで 

なさる のかね」 

「目 黒の 不動 様のお 寺に 御 厄介に なって るんだ が、 先 

生、 近いう ち 旅立ち をす るんで、 旅の 用意の 薬 をち つ 

とば かり 貰いに 来た」 

「そうです か、 よくお いでなさい ましたね」 

道 庵 は 忌に 御 丁寧な 挨拶 をして、 来 友 を ながめて い 

ま ^9 

「この 中へ ひとつ 詰めて おもらい 申した いんだ。 な あ 

すじよ ラ 

に、 近所に 医者 も あるに はあります がね、 素姓の 知れ 



汰 にな つ てし まいました …… 」 

この場合に おいても、 お喋り 坊主の 弁 信 は、 一別 来 

いちぶしじゅう 

の 一 伍一 什 を 喋り 出そうと する から、 米 友 も堪リ 兼ね 

て、 

「弁 信さん、 御無沙汰 どころ じ やなかろう ぜ、 お前 は 

今、 弱りき つて 死に かけ てるじ やねえ か、 いったい、 

そり やどう したんだ い、 大きな もの を 背負い 込んで、 

死に かけて いながら、 御無沙汰で もなかろ うじ やねえ 

ゝ I 

力」 

「ええ、 その 通りで ございます、 友 造さん、 わたくし 

は ごらんの 通りに 弱りき つてお ります、 死に かけて い 



に 踊り 出しました。 

その 時、 一方、 吉 原の 廓 内で は、 思い も かけぬ 天上 

から、 ひらひらと 落花の 舞う が 如く、 幾多の 紙片が 落 

ちて 来る から、 或る 者 は 欄干から 手 を 伸ばし、 或る 者 

は 屋根へ 上り、 或る 者 はまた 物干へ 駆け上って、 その 

紙片 を 手に 取って 見る と、 それ はいずれ も、 あらた か 

な 神仏のお 札であります。 にわかに おしいただいて 神 

み き 

棚へ 上げる やら、 お神酒 を 供える やらの 騒ぎと なリま 

した。 

どうしても これに は、 何 か 黒幕がなければ ならない 

, J とです。 



ぎれ に 庭 を 見る と、 一叢の 竹が 密生して いました。 そ 

の 竹 を 見る と 茂太郎 は、 笛が 作って みたくて 作って み 

たくて 堪らなくな りました。 笛 を 作る に は 作り ごろの 

竹で あると 思いました。 

欲しくなる とじ つと して はおられな いのが この 少年 

ちょうち よ う 

の 癖で、 とうとう 庭へ 下りて、 丁々 とその 一本の 竹 

を 切って 取り、 手際よ くこ しらえ 上げた のが 一管の、 

ひとよぎり 

一 節 切に 似た ものです。 

それ を 唇に 当てて、 ひとり 微笑んで、 思う ままに そ 

れを 吹き 鳴らして 楽しもう としたが、 それで はせ つか 

く 寝て いる 弁 信 を 驚かす こと を^る る ものの ように、 



眠って いたと 思った 弁 信が、 下の 庭から 言葉 を かけ 

ました。 

話が 前に 戻って、 小金 ケ 原から 繰 出して 来た 人数 を、 

浅 草 広小路の、 と ある 茶屋で ながめて いるの が 山 崎 譲 

と 七兵衛 とであります。 

「えらい 景気 だな」 

かみがた 

「えらい 景気で) J ざ います、 けれど も、 上方の えいじ や 

ないか は ザ れど ころで は ございま せんな」 

「左様、 あれに 比べる と、 まだ こっちの 方が 穏か だな」 

「いったい、 近頃 は 関東よりも、 上方の 方が 人気が 荒 



男 だけなら まだし も、 女が 大変な ものです からな、 女 

が 白昼、 裸で 踊って 歩 くんです から、 沙汰の 限りで ご 

ざいます。 どうも 人間て やつ は、 ああして 集まって 人 

の ぼ 

気が立つ と、 逆上せ あがって 人間が 別にな つてし まう 

んで すね。 江戸へ は、 あんな もの を 流行らせたくない 

もので ございます」 

「そうだ、 流行り ものと なると、 人気が まるっきり 別 

いまどき じょうい 

になって しま うんだ。 今時の 攘夷と いう やつ も それと 

同じで、 そのこと がで きょうと できまい と、 それ を 言 

わなければ 人間で ないように 心得て いる。 流行り もの 

と いう やつ は 全く 厄介物 だな I 



でした。 女 は あまり 人中へ 出て 踊らない 方が ようご ざ 

ん すな。 もっとも、 踊り も 優美な 品の いい 踊りなら ず 

い ぶん 結構で w J ざん すけれ ど、 えいじ やない かの 踊リ 

ばかり は 感心し ません。 西洋の 国で は、 ェ ライ 身分の 

人た ちまで が 夜会と いう こと をして、 男と 女と 夜つ ぴ 

て 踊 るんだ そうです が、 日本の 土地に も その 真似が 

流行 つたんで ございましよう、 世が 末にな ると ロクな 

こと は 流行りません」 

「誰か 裏にいて、 煽てる 奴が あるんだ よ」 

七 兵 衛と山 崎と が、 こんな 話 をして いると ころへ、 

人混みの 真中に 揉まれて、 馬に 乗った 天狗の 面が 現わ 



でございます。 もともとお 医者さん という 商売 は、 そ 

ん なにお 金の 出来る 商売で は ございません、 お 医者 さ 

んで、 一 代のう ちに 百万 円 ものお 金 を こしらえ たりす 

ると、 その子 供に 良い のが 出来ません、 お医者さん や 

坊主と いう もの は、 人の 命 を 扱う もので ございま すか 

きれい 

ら、 できるだけ 綺麗に 致して いなければ、 人の 思いと 

い う ものが たかる ので ございます。 こんな- と を 申し 

上げる と、 迷信 だなん ぞと お笑いになる かも 知れ ませ 

んが、 それが 本当のと ころで ございます。 ただ、 うち 

の 先生に 惜し いこと は、 お 酒 を 召 上る ことで ござ いま 

ぼんもう きょう おんじ ゆかい 

す、 梵網 経の 中に も 飲酒 戒 第二と ございまして、 酒 は 



かと 附け 加える もの もあった けれども、 これが 琵琶 だ 

と 断言した もの は 一 人 もありません。 

「皆さん、 御存じで も ございま しょうが、 あれ は薩摩 

は や ちじん もうそう 

の 国で 流行ります 地 神 盲 僧の 琵琶のう ちの、 横 琵琶と 

いう もので ございます。 どうして 私が それ を 知つ て い 

るかと 申します と、 私 は 平家 琵琶 を 少しば かり 心得て 

いるので ございます。 御 承知の 通リ 琵琶に も いろいろ 

ございまして、 妙 音の 琵琶、 平家の 琵琶、 荒神の 琵琶、 

地 神 盲 僧の 琵琶 …… 名 はいろ いろで ございましても、 

ちと 

源 は 一 つ で) J ざいます」 

寄って たかって 聞いて いる 連中 は、 思いがけな いと 



めくら おもて とく 

の 坊主 は 盲目であった のかと 思って、 その 面 を 篤と 

のぞき 込みました。 のぞかれても それと 知る 由 もない 

弁 信 法師 は、 聴衆が 静まって いると 見て、 なお そのお 

喋り を つづけました。 

「そもそも この 琵琶と いう もの を 始めました のが、 

てんじく 

天竺の 妙 音 天で ございます。 妙 音 天が 琵琶 をお 始めに 

なった ので ございま すが 、 この 妙 音 天と いうお 方 も 盲 

目で あ つたそう でございます。 それで ございま すから 

^ J の 妙 音 天 様が 地 神 盲 僧の 守り本尊 にな つてい るので 

ございまして、 私共 も 琵琶 を 弾きます る 時 は、 その 妙 

音 天 様 を 本尊と 致します。 また 一 説と 致しまして は、 



お釈迦 様のお 弟子の なかに 巌窟 尊者と い う 方が > J ざ い 

ました、 この 方が、 やはり 盲目で いらっしゃいました 

ところで、 お釈迦 様が かわいそうに 思 召されて、 お前 

は 目が 見えないで かわいそう である、 その代り 心眼 を 

開く がよ ろしい、 心眼 を 開いて 悟りに 入れば、 なまじ 

ぼんのう 

い 眼の 見える ために、 五 欲の 煩悩に 迷わされる 人た ち 

より は 遥かに 幸福で あると お教えに なりました、 そこ 

で 巌窟 尊者が 一 心に 修行 を 致されまして、 ついに 心の 

眼 を 開く ようにな りました ので ございます。 いよいよ 

尊者が 心眼 をお 開きに なりました 時に、 妙 音 弁才 天が 

十五 童子 を ひきつれて、 お釈迦 様の 御前で、 琵琶の 妙 



「左様で ございまし たか、 実は 私 も ただいま 外で お 聞 

き 申して いたと ころで ございました、 それ を 聞かせて 

いただき ますれば、 私と 致しましても 願ったり 叶った 

りで ございます。 そういう ことで ございますなら、 好 

きな 道で， j /ざいます から、 遠慮な しに 上らせて いただ 

きます で， > 」ざ います」 

弁 信 は 杖 を さしおいて、 はや 玄関への ぼって しまい 

ました。 

やがて 弁 信が 広間へ 案内され て 見る と —— 弁 信 は 

盲目 だから 見る わけに は ゆきません、 推量して みると、 

かなりの 広間に、 かなりの 人が 集まって、 琵琶 を 弾い 



ている 人 は、 その 広間の 真中に いる こと はわ かります _ 

だから 自然、 聞く 人 は 皆 その 周囲に 端坐したり、 柱に 

もたれたり、 障子 や 唐紙 をう しろに したりして いると 

いう ことが わかります。 

弁 信が 招せられ たの は、 例の 道 庵 先生が 控えて いる 

その 次で、 この 際 先生 は 謹聴して いるの だか、 それと 

も 居眠り をして いるの だか、 ともかく、 もっともらし 

く 下 を 向いて 控えて いました。 

静かに 道 庵の 次へ 坐った 弁 信 は、 やはり 前と 同じよ 

うに 歌の ない 琵琶 だけが、 老練な 人の 手に よって 弾き 

こなされて いるの を 耳に します。 それ を 聞いて いると 



空気 を かくの 如く 破りました。 

さりと て 人命に は 露 ほどの 怪我 はなく、 犠牲に なつ 

たものと 言えば 火鉢 の 薬罐が あるの みです。 けれども 

たとえ、 小銃の 弾丸 一発と いえ ども、 在るべからざる 

ところに 在リ、 発すべからざる ところに 発した の は、 

ゆ 1- 

どうしても 由々 しき 出来事と いわねば ならぬ。 

この 出来事の ために、 集まって いる 人々 の 日頃の 

嗜 みとい う ものが、 露骨に 現わされ たこと は、 一種の 

試験と いえば 試験の ような ものです。 前に 言 つたよう 

な 余裕 を 見せた の は、 さすがに 見苦しく もありません 

でした が、 中には 正銘に 狼狽して 四つん這いの 形に 



ば 必ず、 これ 見よ がしのお 祝いが、 この 隣り の 御殿で 

行われる にき まっています。 その 際にお いて、 指を啣 

え て 見物し て いなければ ならな い - J との 残念 さ を 思う 

と、 子分の 者が 躍起になる の も 無理はありません。 そ 

こで、 今のう ちから、 それに 対抗す る 方針 を 考えて お 

かなければ ならない と、 道 庵の 子分た ちが、 夜の 目 も 

寝ずに 苦心して いる ことの 体 は、 よその 見る目 も 哀れ 

であります。 



踊りの 同勢が この 化物 屋敷の 前へ 来て、 そこで また 

盛んに 踊り 出して いる 時に、 

やか ま 

「喧しい やい」 

神 尾 だけが 焦れて いる けれども、 そのほかの 連中 は 

面白が つ て 出て 見ます。 

離れに いたお 絹 もまた、 じっとして はいられません。 

女中 を 連れて 垣根から しきりに 踊り を 見物して いたが、 

つい 面白さに 釣り込まれて、 門の 前へ 出て しまい まし 

た。 

-P わ.. こ 

「このお 屋敷の 中には、 たしか 八幡のお 稲荷 様が あり 

ました ぜ、 お 稲荷 様の 前で 踊らせても らいましょう」 



ひとりで 喚いて いる けれども、 誰も 相手に する 者が 

ありません。 

繰 込んで きた 同勢 は 手 を 取り組んで、 ここの 木蔭 や、 

つきやま さんざん 

かしこの 築山の 蔭で 散々 に 踊ります。 はじめの うち は 

まお か 7 

頰 冠り をして いる 者 も 多かった が、 いっか 知らず それ 

も 脱け て 落ちて、 果て は 自分の 帯の 解けて 落ちた の を 

知らないで、 踊り狂う 女 も ありました。 

「お 屋敷のお 方 も 踊りなさい、 皆さん 一 緒に 踊り ま 

しょう」 

踊りの 同勢 は 見物の すべ て を 踊りに 巻き込まずに は 

おきません。 それ を 巻き込んで 行く から、 おのず と 同 



食わせて、 みんな 出払って しまいました。 こうなる と、 

これらの 連中 はかなり 薄情な ものであります。 

眼が 醒めて 神 尾 主 膳 は、 しきりに 水 を 呼びました。 

けれども、 水 を 持って来る ものはありません。 返事 を 

する 者 もありません。 

神 尾 は 病床で しきりに 怒鳴りました。 いくら 怒鳴つ 

て も、 今宵に 限って この 化物 屋敷に は 人間 一人い ない 

のです から、 神 尾 の 怒鳴り も 空 雷 に 過ぎな いのです。 

きざ 

酒 を 多く 飲めば 酒乱の 萌しが あり、 今 も 飲んだ 酒が 醒 

めた という わけで はない のです から、 主 膳 は赫と 怒り、 

のま i 

一 時に 逆上せ あがりました。 病床から よろよろと 這い 



態度 を 以て、 お 銀 様 は 戸前で 狂って いる 神 尾 主 膳 を 

しよ-つし 

笑止が つてい ました。 

さりと て、 お 銀 様の この 驕慢 心が 永く 続く もので は 

ありません。 常識 を 失って いると はいえ、 兇暴の 時に 

は 兇暴の 知恵が 働く ものであります。 

「坊主、 お喋り 坊主、 中で 押えて るな、 小 癩な奴 だ、 

しっかりと 押えて あかない ようにし ているな、 よし 覚 

えてい ろ、 今、 あくよう にして あけて 見せる からな」 

神 尾 主 膳 はこう 言って、 暫く 暴力 を 中止し ました か 

ら、 中で お 銀 様 は、 それ 見ろ と 言わぬ ばかりの 心 持で 

す。 それ は 力の 尽きた 神 尾 主 膳が、 負惜 みから 言った 



か い まき か ぶ 

頭から 搔卷を 被った お 銀 様が、 内から 戸 を 押 開いて、 

脱兎の 勢いで、 その 燃えさ かる 火の 中へ 飛び出し たの 

はこの 時であります。 

あつ 

r 熱 0^ き 

お 銀 様 は 火 を 踏んで、 搔卷 もろともに その 中 を 転が 

リ 出しました。 

同じように 叫んで 火の 外に 転がった の は、 神 尾 主 膳 

であります。 

「熱、 熱、 熱、 出た な 坊主、 熱」 

お 銀 様 も 転がる、 主 膳 も 転がって 起き 上れない。 勢 



女だてらに 脇差 を 抜いて、 一方に 槍 を 防ぎな がらお 

銀 様 は、 ようやく 梅の 木 を 離れて 樫の 木の 後ろへ 避け 

お ぼっか 

る ことができました。 覚束ない うちに 本性が いよいよ 

冴えて、 神 尾 主 膳 は 透かさず それ を 追い かけました。 

樫の 木 を 移って お 銀 様が、 F 燈 籠の 蔭へ 避けた 時に、 

ぎょう そ う 

神 尾 主 膳 はさながら 絵に 見る 悪鬼の 形相です。 いか 

おんてき 

なると ころへ 逃げ隠れよう とも、 この 怨敵 を 突き 伏せ 

ずして は 置かず という 意気込みで、 燈 籠の 屋根の 上 や、 

台石の 横から 無 一 一 無 三に 突き立てました。 

形ば かりに 脇差 を 構えた お 銀 様 は、 それ を 振 閃か 

して は 槍の穂先 を 逃れよう とする。 嗆 はしばしば 流れ、 



おお.. こ 〈- まつ 

暫くして 手製の 大 炬火 を 持った 神 尾 主 膳 は、 土蔵に 

燃えて いる 火 を 持って来て、 本宅の 戸と、 障子と、 襖 

と、 唐紙へ うつし はじめました。 

そこで 土蔵と 本宅と が 相 呼応して 燃え 上ります。 い 

かに 燃え 出しても、 この 家に は それ を 消そうと する も 

のがありません。 附近の 人々 も 大方 は 狐の 踊りに 出か 

けて いると ころであります。 ようやく 人が 騒ぎ 出して 

火 消が 蚯 けつけ た 時分に は、 土蔵 も、 本宅 も、 大半 は 

焼けて 手の つけよう がありません。 暁 方 近くな つて、 

お 絹 を はじめ 踊りに 出た 連中が 帰って 見た 時分に は、 

土蔵 も、 本宅 も、 物置の 類 t も、 すっかり 焼け落ち てい 



いったと ころでしょう けれども、 いったん 厚木へ 出て 

戻る のが 順です から、 延べ にして 八 里と 見 積れば、 たつ 

，力 リ て ，^9」 

がんりきの 案内ぶ りに よって 見れば、 南条 は、 右の 

荻 野 山中、 大久保 長 門 守 一万 三千 石の 城下なる ものへ 

志して 行こうと する ものら しい。 無論がん りきの 百 蔵 

は、 案内 を 兼ねて そこまで 同道す る ものと 思われる。 

こうして 二人 は 相 模野を 歩き 出して いるう ちに、 が 

んリ きの 百 蔵が、 

「さて 南条 様、 つかん こと を 承る ようで ございま すが 

…：- J 



「先生、 余人なら ぬがん りきの 百 を みくびりつ こなし、 

人の 物で も わが 物で も、 一旦 ものにしようと 思ったら、 

逃した こと のね えが ん りき の 百で) J ざ います」 

「それで 貴様、 あの 女 を ものにして みるつ もりで も あ 

るの か」 

「はは は、 先生、 あれば つか リは いけませんよ」 

「ふ— ん」 

あざわら 

「先生、 いやな 嘲笑い をな すつ ちゃい けません。 なる 

ほど、 たったいま 申し上げた 通リ、 ものにしようと 思 

えば、 どんな 物で もき つと ものにして 見せる がんりき 

では ございます けれど、 あれ だけが ものに ならない と 



を 踏んで 牢屋へ 叩き込まれる ような こと をし なければ 

一 / ヽ、、 ゝ o 

ょレカ 

ひと 

南条を 残して、 独り 帰る がんりきの 百 蔵 は、 ほく そ 

笑みして、 何と やら 包み きれぬ 嬉し さが 面に いっぱい 

です。 これ もまた 相当の 謀叛 気があって、 当りが つい 

たこと から 嬉し さが 包み きれない ものと 思われる。 

「もし、 あなた 様 はがんり きの 親分 様で は ございませ 

んか」 

これに は、 さ すが のがん りきが 少し 吃驚 させられ ま 

した。 と言うの は、 以前、 来る 時に 自分が 立って 待 伏 

みちばた 

せして いた 路傍の 松の木の 下に 立って、 同じような 形 



こちら は 面 食って いるのに、 先方 はいよ いよ 澄まし 

返って、 賭博 打の 言葉 手形 を 正式に 振出して 来る の だ 

から 堪らない。 第一、 自分が、 がんりきの 百 蔵なる も 

の だとい うこと を、 この 遊び人が どこから 聞いて 来た 

ろう。 様子 ありげ にこ こに 待 伏せて、 わざわざ 名乗 リ 

かけよう とする のが、 気味が 悪い と 言 え ば 甚 だ 悪 い 。 

ところが その 遊び人 は 遠慮なく 喋り 立て、 

「親分 様に は、 これより 江戸 表へ おいでな さんして、 

お 仕事 をな さるそう に 承りました が、 手前、 しがな き 

者で ござんす が、 お 手下に お使い 下さい ますれば 有難 

しょ 1 つ ごく 

い 仕 合せに ござんす。 手前、 生国と 申します る は、 出 



「兄い、 お前 は 男 だと 思ったら 女な のかい、 酒 井 様の 

御城 下で お 柳さん というの はお 前の ことかい」 

あき 

がんりき は 呆れて こう 言いました けれども、 その 男 

はがんり きが 呆れた ほどに 呆れ はしません。 あっけら 

かんとし ている ところ は、 どうしても 誰かに 知恵 をつ 

けられて、 一 夜づ くりの 言葉 手形 を 濫発した ものに 違 

いないの です。 

その 男が、 あっけら かんとし ている 途端に、 四辺の 

いなむら てい 

稲叢の かげから、 同じような 程度の 遊び人 体の (旅装 

の) 男が のこのこと 出て 来ました。 

「ェ、 これ は、 がんりきの 親分 様で ございまし たか、 



東 一の 大見 晴らしと いう ことができる でしよう。 この 

大 見晴らし を 絶頂と する 高 尾の 山 は、 名の 示す 通りに 

山と いうより は 山の 尾であります。 二 千 尺 を 越 ゆる こ 

とのない 地点で はありながら、 その 見晴らしの 雄大 広 

闊な 趣が 無類です。 

その 地点 だけ は、 樹木と いって は 更にない 一 面の 薄 

原で —— 薄 原と いつ て も 薄 だけが 生えて いると いう わ 

かる かや 

けで はなく、 薄 も、 尾花 も、 I 刈萱 も、 萩 も、 桔梗 も、 

藤 袴 も、 女郎花 もあって、 その 下に はさま ざまの 虫が 

鳴いて います。 

ここに 立って 東 を 望む と、 高 尾の 本山の 頂 を かすめ 



て、 遠く 武蔵 野の 平野であります。 東に 向って やや 右 

へ 寄る と、 武蔵 野の 平野から 相模 野が つづいて、 相模 

川の 岸から 徐々 として 丹 沢の 山脈が 起り はじめます。 

それ をな おず つと 右へ と つ て 行けば 甲 州に 連なる 山 ま 

た 山で、 その 山々 の 上に は 富 土の 根が 高く のぞいてい 

るの を、 晴れた 時は鮮 かに 見る ことができます。 それ 

を 元へ 返して 丹 沢の 山つ づき を 見る と、 その 尽くる と 

とつ こつ おおや ま あ ふりさん 

ころに 突兀 として 高き が 大山の 阿 夫 利 山です。 更に 相 

ひょうび よう かん かす 

模野を 遠く 雲煙 縹 渺の 間に ながめる 時には、 海上 微 

かに 江の 島が 黒く 浮んで いるの を 見る ことができます _ 

この 時に、 素人 は、 どうかす ると 相 模川を 多 t 手 川と 



がめ て ゆく と、 筑 波と 日光の 山 を 見る ことができます _ 

月の出る てう 武蔵 野の 西の 涯に 山が あって、 そこが す 

なわち 秩父 根であります。 秩 父の 山と 上 毛の 山と は 

はるな 

切っても 切れない 脈 を 引いて いる。 妙義 も、 榛名 も、 

秩父を 除いて は 見る こと も 答える こと もで きない ほど 

微かに、 信 濃なる 浅 間の 山に 立つ 煙が のぼるの を 眺め 

うすいとうげ 

た 時に、 心 ある 人 は 碓氷峠の 風車 を 思い出して 泣き ま 

碓氷峠の あの 風車 

誰 を 待つ やら クル クルと 

その 碓氷峠 は 想望す るの みで、 ここから 見る こと は 



鳥 も 通わぬ 白 根の 山に 

月の 光りが さす わい な 

多分、 その 白 根の 山 ふところに 心残りが あるので 

しょう。 

白 根の 山 ふところの 奈 良田の 温泉で、 似而非の 役人 

を 一 槍の 下に 縫いつ けたの は、 さの み 恨みの 残るべき 

ことではありません。 

徳間 峠で 倒れた 時に 介抱 を 受けた 山の 娘の 頭 のお 

徳 のこと が、 思い出になる とすれば、 思い出に はなり 

ま ^9 

お徳 は 親切な 女でした。 温和な うちに、 かいがいし 



籠 堂に 隠れて、 ついに 今日に 到りました。 蛇 滝の 水に 

霊が あるならば、 - J の 男の 眼 を 癒さな い という 限リも 

あるまい が、 事実、 こうして 夜歩き をす る こと は、 こ 

の 高原に 来た 時との み 限った ことではありません。 全 

く 見えない 時で すら、 江戸の 巿中を 自在に 潜行して 人 

を 斬りました。 

その 時、 小 仏 峠の 一 点に 火が 起り ました。 

こみち 

大 見晴らしから 小 仏 峠へ 出る 細径 があります。 火 は 

その 一点、 小 仏 山の頂 上に 近いと ころで 起り ました。 

野火と いう ほどの ものではありません、 まさしく 焚火 

たいまつ 

でありましょう。 そうでなければ 松明であります。 焚 



火と しても 松明と しても、 それが 時なら ぬ 火で ある こ 

とが、 怪しい といえば 怪しい 火です。 

尾花の 中から、 その 怪しい 火に 頭 を 向けて 眼 を 注い 

でい るら しい 竜 之 助 は、 たしかに 眼が 見える ものです。 

その 手に は 僧侶の 持つ 如^の ような 尺 余の 鉄棒 を、 後 

ろに して 携えて いる こと も、 その 時に わかりました。 

のわき さつ すすきお ばな 

野 分の 風が 颯と 吹き 渡る と、 薄 尾花が 揺れます。 薄 

尾花が 揺れて 高原が 海の ように 動く と、 その 波の 間 を 

泳いで、 白衣の 鮮 かなの が 月に 背 を 向けて、 山の頂 上 

に 近いと ころから 中腹へ 下りて 来る こと は 来る が、 果 

して それが この 高 尾の 山へ 来る のか、 それとも 右へ 



人の 中に、 距離の へだたりが ある ことが 変り ません。 

一方 は、 火の 消えた 提灯 を 持って、 懐し さに 息 を は 

ず ませて おりながら、 その 人に 近寄ろうと はせ ず、 一 

方 も、 わざわざ 迎えに 来たと 言いながら、 むしろ、 人 

そ びら 

に は 背 を 見せて 月に 心 を 寄せる ように、 すすき 尾花 

の 中に 立って いました。 

「細い 道 だから、 遠慮 をして いて は 際限がない、 一足 

お先に」 

こう 言いながら、 お徳の 前 を 通り抜けた 竜 之 助の 白 

おぼろ ぞめ 

衣が 透きと おりました。 その 腰から 裾へ 朧染 のよう 

に、 すすき 尾花が 透、，' てうつ りました。 そうしてなん 
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